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令
和
６
年
度
の
重
点
項
目

の
中
に
、
地
域
特
産
品
販

売
所
の
開
設
と
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
こ
の
施
設
は
、
運
営
を

江
田
島
市
観
光
協
会
が
担
い
、

Ｊ
Ａ
や
市
商
工
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
て
、
特
産
品
や

農
産
物
な
ど
の
物
販
機
能
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
情
報
発

信
な
ど
、
新
た
な
観
光
拠
点
の

場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

こ
の
施
設
の
利
用
条
件
、

事
業
計
画
お
よ
び
事
業
費

な
ど
は
ど
う
か
。

産
業
部
長
条
件
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
と
協

定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。
事

業
計
画
お
よ
び
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
、
観
光
協
会
の
事
務
所
機
能

の
移
転
と
、
特
産
物
販
売
の
た

め
の
内
装
の
設
備
変
更
を
中
心

と
し
た
費
用
を
要
求
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
特
産
品
販
売
の
取
り

組
み
は
、
秋
ご
ろ
の
開
始
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

採
算
性
や
赤
字
補ほ

填て
ん
に
つ

い
て
市
の
支
援
は
あ
る
の

か
。産

業
部
長
市
は
、
特
産
物
販

岡野　数正
重点項目 ｢しごとの創出｣ の中で特産品販売所の開設とは！

答 ＪＡひろしま江田島アグリセンター（飛渡瀬）の施設を
利用し開設　

売
所
単
独
で
の
採
算
性
を
判
断

し
た
赤
字
補
填
を
行
う
の
で
は

な
く
、
各
団
体
が
行
う
事
業
を

通
じ
て
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

出
火
防
止
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
の
提
案
を
し
た
い
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
陀
峯
エ
リ
ア

を
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
し
、

気
象
条
件
を
勘
案
し
な
が
ら
時

期
・
時
間
等
を
絞
り
込
ん
だ
上

で
定
期
的
な
警
戒
巡
視
体
制
を

構
築
す
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、

深
江
側
か
ら
の
林
道
周
辺
に
防

火
水
槽
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

消
防
長
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
取
り
組
み
の
効
果

を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
エ
リ

ア
特
有
の
気
象
条
件
等
を
加
味

し
、
い
ち
早
い
定
例
的
な
警
戒

巡
視
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
林
道
の
途

中
に
防
火
水
槽
な
ど
が
あ
れ
ば
、

迅
速
な
消
火
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
効
果
的
な
水
利
施
設
の
充
実

が
は
か
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

問

問問問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　岡野　数正　　　　重点項目「しごとの創出」の中で特産品販売所の開設とは！
２　古居　俊彦　　　　災害時の避難所対応は！？　　　　　
３　平川　博之　　　　認知症の人との共生社会促進を！　　　　
４　長坂　実子　　　　児童発達支援センターの設置を！
５　平本　美幸　　　　地域建設業の振興や発展のさらなる支援を！
６　美濃　英俊　　　　「協働のまちづくり」を明確に！
７　筧本　語　　　　　江田島市公園等管理活用計画の進捗状況は！？
８　上本　雄一郎　　　「里海教育」の推進により個性ある島人の育成を！　　　　　　　

質問者　８人

一般質問
市の考えを問う

認
知
症
の
人
に
対
す
る
正

し
い
知
識
や
理
解
を
深
め

る
施
策
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

市
長
皆
さ
ま
へ
の
認
知
症
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
や
「
通
い
の

場
」
で
の
出
前
講
座
、
「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に

よ
る
相
談
会
、
講
演
会
や
映
画

上
映
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
、
認

知
症
に
つ
い
て
気
軽
に
話
を
し

た
り
、
知
る
こ
と
の
で
き
る
認

知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
、
相
談

や
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
認
知
症
患
者
数
は
。

福
祉
保
健
部
長
認
知
症
ま
た

そ
の
疑
い
の
あ
る
方
は
、
１
月

末
で
１
１
１
６
人
で
す
。

認
知
症
検
診
の
実
施
状
況

は
。

福
祉
保
健
部
長
認
知
症
の
早

期
発
見
を
す
る
た
め
の
「
物
忘

れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う

専
用
機
器
が
あ
り
ま
す
が
、
導

入
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

本
市
で
も
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

認
知
症
の
人
が
、
安
心
し

て
他
の
人
々
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
安
全
な
地
域
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長
本
市
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
」
や
江
田
島
警
察
署
と
連

携
し
た
、「
認
知
症
高
齢
者
等

の
支
援
に
係
る
相
互
連
携
協
定
」

が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
は
、
認
知
症
の
方
や
家

族
の
方
を
温
か
く
見
守
る
支
援

者
の
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

１
２
８
４
人
の
方
が
講
座
を
受

講
し
、
見
守
り
の
体
制
を
整
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
は
大
変
難
し
い

課
題
で
す
。
今
後
も
「
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
き
共
に

生
き
る
ま
ち
・
え
た
じ
ま
」
を

目
指
し
努
力
し
ま
す
。

避
難
所
は
、
何
箇
所
く
ら

い
用
意
し
て
い
る
の
か
。

市
長
い
ち
早
く
開
設
さ
れ
る

「
一
時
避
難
所
」
は
23
施
設
、

一
時
避
難
所
の
み
で
は
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
場
合
や
地
震
・

風
水
害
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ

た
場
合
に
、
被
災
し
た
方
が
一

時
、
避
難
生
活
を
す
る
「
拠
点

避
難
所
」
と
し
て
21
施
設
、
一

時
避
難
所
と
拠
点
避
難
所
の
み

で
は
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
な

ど
、
状
況
に
応
じ
て
開
設
す
る

「
そ
の
他
避
難
所
」
は
、
53
施

設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
最
も
大
き
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
避

難
所
へ
の
最
大
避
難
者
数
は

５
６
４
６
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

確
保
の
状
況
は
。

市
長
基
本
的
に
食
べ
物
等
は

各
自
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す

が
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
に
は
、
備
蓄

物
資
を
提
供
し
ま
す
。
備
蓄
物

資
は
、
飲
料
水
や
主
食
の
ほ
か
、

野
菜
シ
チ
ュ
ー
な
ど
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
生
活

を
行
う
上
で
、
必
要
不
可
欠
と

考
え
ら
れ
る
毛
布
、
紙
お
む
つ
、

生
理
用
品
な
ど
の
生
活
必
需
品

も
備
蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
避
難
は

可
能
か
。

危
機
管
理
監
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
同

行
避
難
」
と
な
り
、
避
難
所
で

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
は
難
し
く
、

ペ
ッ
ト
と
人
間
は
生
活
ス
ペ
ー

ス
を
分
け
て
、
ケ
ー
ジ
や
柵
で

囲
っ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
用
意

し
ま
す
。
避
難
先
の
避
難
所
が

ペ
ッ
ト
不
可
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。

お
わ
り
に

　
災
害
の
発
生
と
と
も
に
避
難

所
は
開
設
さ
れ
る
が
、
も
し
も

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
決

し
て
「
公
助
」
だ
け
で
は
対
応

で
き
ず
、
長
期
化
し
た
場
合
、

二
次
避
難
所
、
福
祉
避
難
所
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
避
難

所
が
開
設
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
計
画
・
訓
練
に
つ
い
て

も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

ほ
し
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

い
て
も
、
日
頃
か
ら
非
常
持
ち

出
し
品
の

用
意
や
非

常
食
な
ど

の
準
備
を

行
い
、
災

害
に
備
え

て
お
く
必

要
が
あ
る
。

平川　博之
認知症の人との共生社会促進を！

答 福祉施策の理念である「一人ひとりが自分らしく輝き、
共に生きるまち・えたじま」を目指す

古居　俊彦
災害時の避難所対応は！？

答 災害発生により市が開設するが、自主避難については、　
市役所・消防本部へ相談　

問

問

問

問問

問

問

陀
峯
山
　
林
野
火
災
対
策

陀峯山林野火災

東日本大震災の一時避難所の様子


